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中学校 数学科 部会

部会長名 赤中学校 校長 縄田 哲也

実践者名 池尻中学校 教諭 早川 昌宏

１ 研究主題

「確かな学力」を育む数学科学習指導法

２ 主題設定の理由

社会の変化を背景に、「他人との関係づくりがうまくできない」ことやネット上にみら

れる情報モラルの低下、または自己肯定感や自己実現の欲求が満たされていないなど、子

ども･若者をとりまく課題は複雑化･深刻化している。

教育の目的は｢人格の完成と平和で民主的な国家・社会の形成者の育成｣とされている。

つまり、子どもたちがこれからの社会を築き、よりよく生きていくために必要な知識・感

性・判断力を、学びあいの中で獲得していくことが大切である。学校の中では、互いの思

いや考えを交流するために必要な言語や表現、公式や定理、史実、技能など、「どの子に

も必要な学力」を主に身につけ、伸ばしていくことが必要である。

2011 年3 月11 日に発生した東北地方太平洋沖を震源とするＭ９．０の大規模な地震と

未曾有の津波は、一度に多くの人びとの命、地域のくらしを奪った。このような災害は、

また、いつ、どこで起こるか分からない。困難な状況に出会ったときも、たくましく、よ

りよく生きていくために「どの子にも必要な学力」を身につけさせることが大切であると

考え、上記のような主題を設定した。

３ 主題の意味

「確かな学力」とは、一人ひとりが目の前の状況や未来への見通しを持ってよりよく生

きていくために「どの子にも必要な学力」と捉える。

数学科における「確かな学力」とは、「基礎的・基本的な知識や計算などの技能の確実

な定着を図る」、「数学的なものの見方や考え方を身につける」、「学ぶ意欲、学ぶことの

意義や有用性を実感する」ということである。

４ 研究の目標

子どもたち一人ひとりが「確かな学力」を身につけ、伸ばしていけるような教材の活用

方法や、指導形態のあり方を究明する。

５ 研究仮説

子どもたち一人ひとりや集団の実態に応じた教材の活用や、ティームティーチングや少

人数指導といった指導形態を学習指導過程の中で仕組めば、意欲を持って学習に取り組み、

確かな学力が身につくであろう。
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６ 研究の計画

(1) 単元 「連立方程式」

(2) 単元の目標

○ 具体的な事象の中で連立方程式を用いることのよさに気づき、積極的に活用しよ

うとする。 （関心・意欲・態度）

○ 連立方程式を活用することのよさに気づき、具体的な場面で連立方程式を活用す

ることができる。 （見方や考え方）

○ 連立方程式の解を加減法や代入法を用いて求めることできる。 （表現・処理）

○ 二元一次方程式、連立方程式とその解の意味を理解している。 （知識・理解）

(3) 指導計画

次 時 学習活動・内容 評価規準 評価方法

数 関心・意欲・ 見方や考え 表現・処理 知識・理解

態度 方

１ １ 連立方程式とその ２元１次方程 ２元一次方 様相観察

解 式と１元１次 程式とその ノート

方程式の違い 解の意味を

に興味・関心 理解してい

をもつ。 る。

４ 連立方程式の解き 代入法や加減 連立方程式 連立方程式 様相観察

方 法を用いて意 の解を加減 の解法の手 ノート

欲的に連立方 法や代入法 順を理解し 学習プリ

程式を解こう を用いて求 ている。 ント

とする。 めることで

きる。

３ いろいろな連立方 既習内容をも かっこを含 様相観察

程式 とに、やや複 む、分数・ 学習プリ

（本時２／３） 雑な連立方程 小数係数を ント

式のよりよい もつ連立方

解法を考えよ 程式を解く

うとする。 ことができ

る。

２ ３ 連立方程式の利用 問題解決のた 連立方程式 連立方程式 様相観察

めに積極的に を活用する を用いて文 ノート

連立方程式を ことのよさ 章題を解く 学習プリ

利用しようと に気づき、 ことができ ント

する。 具体的な場 る。

面で活用す

ることがで

きる。
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３ ３ 問題演習 演習問題に意 連立方程式 連立方程式 連立方程式 様相観察

欲的に取り組 を活用する に関するさ の解法の手 学習プリ

もうとする。 問題を考察 まざまな問 順を理解し ント

することが 題を解くこ ている。

できる。 と が で き

る。

７ 指導の実際

平成２４年６月１９日火曜日 第５校時（第３次の２） ２年２組教室に於いて

(1) 本時の主眼

既習の係数に分数や小数を含む方程式の解法を思い出す活動や、班でお互いの解法

や解答について交流し合う活動を通じて、係数に分数や小数をふくむ連立方程式を工

夫して解くことができる。

(2) 本時の授業仮説

係数に分数や小数をふくむ連立方程式の解法を考える際に、以下のような手だてを

とれば、工夫して解くことができるであろう。

・構造的な板書、生徒の思考を促す発問の工夫【導入～終末段階】

・理解度の低い生徒に対する「ヒントカード」の提示【展開段階】

・班でお互いの解答について交流し合う「学び合いの場」の設定【展開段階】

(3) 準備

教科書、ノート、ヒントカード、学習プリント（確認問題）

(4) 本時の展開

学習活動 指導上の留意点 ◇評価規準 配時

導 １．１年生で学んだ内容を思い出す。 ○どうすれば整数になるかを考えさせるこ ５分

【既習内容の復習】 とによって、既習内容を想起させる。

入

２．例題を考える。

○今までに学んだ連立方程式と異なる点

について確認する。
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３．めあてを確認する。

展 ４．既習の内容を用いて、よりよい ○既習の内容を思い出し、同様にすればよ 10 分

解法について考える。 いことを確認する。

開

５．教科書の練習問題を解く。（P.42）

○解答に行き詰まった生徒には、理解度に 15 分

応じた「ヒントカード」を提示すること

により、個に応じた支援を行う。

○解を求めた生徒には検算をさせることに

よって、計算ミス等に気づかせる。

６．班でお互いの解法や解答を交流 ○どこで間違えたのかを確認させることに

して理解を深める。 よって、自分のつまずきに気づかせる。

【学び合いの場】

10 分

７．解説を聞きながら、自分の解答

を確認する。

５分

８．全体でまとめを行う。

終 ９．確認問題を解き、本時の内容を ○本時のノートやヒントカードをもう一度 ５分

振り返る。 見直すことによって、手順を確認させる。
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係数に分数や小数をふくむ連立方程式の解き方について考えよう。

◇既習内容をもとに、やや複雑な連立方

程式のよりよい解法を考えようとする。

【関心・意欲・態度】（様相観察）

係数に分数や小数をふくむ連立方程式は、係数をすべて整数になおしてから解く。

◇分数・小数係数をもつ連立方程式を解

くことができる。

【表現・処理】（学習プリント）
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８ 研究のまとめ

(1) 授業全体を通して

授業の最後に実施した確認問題の正答率は１８人中１０人（５５％）とまずまずの

結果であった。生徒の実態や問題の難易度から５０％を目標にしていたので，概ね満

足できる結果となった。

(2) ３つの手だてについての考察

① 構造的な板書の工夫【導入～終末段階】

板書については黒板を３分割にし，左から「既習内容の復習」「めあてと例題」

「練習問題」という構造にした。（写真１）

授業後に回収したノートを見ると、子どもたちはしっかりとまとめていた。

また、事後アンケートの結果から板書を３分割にすることが、「見やすい」と答え

た生徒が 74 ％であったことから、有効であったと考える。

【写真１】３分割にしてまとめた板書

② 理解度の低い生徒に対する「ヒントカード」の提示【展開段階】

問題演習の際にまったく解けていない生徒５名に対して、あらかじめ用意したヒ

ントカード（写真２）を配付した。その５名のうち３名は自力でヒントカードを埋

めることで解くことができた。また、残りの２名についても援助を行うことでヒン

トカードを埋めることができた。よって、この手だても概ね有効であったと考える。
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【写真２】ヒントカード

③ 班でお互いの解答について交流し合う「学び合いの場」の設定【展開段階】

班によって活発な意見交流ができている班とそうでない班があった。これは、恥

ずかしがっている生徒や自分の解答に自信がない生徒がいたことが原因であると考

えられる。そこで、今後はこのような活動を多く取り入れ、間違えてもそこから新

しい気づきがあることの良さに気づかせていきたい。活発な意見交流ができている

班では、一人では解けなかった生徒も班員から教えてもらうことで理解しようとい

う場面が見られた。以上のことから、概ね有効であったと考える。

【写真３】班でお互いの解答を確認し、学び合う活動
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９ 成果と今後の課題

【成果】

○ 導入段階で既習内容の復習を行うことで，本時の学習にスムーズに入ることがで

きた。

○ 「ヒントカード」を配付することで理解度の低い生徒も自分で考えようとする姿が

見られた。

○ 「学びあいの場」では自分の解答と他人の解答を見比べて間違いに気づいたり，班

の中で理解していない人に協力して教えたりする姿が見られ，学習意欲の喚起につな

がった。

【課題】

○ 「学びあいの場」では交流の進め方の手順をしっかりと説明しておくべきであった。

○ 発問をする際に，その生徒とのやりとりだけで終わらず，そこから全体に投げかけ

たり，確認したりして発問を生かしていく必要がある。

○ 「ヒントカード」の内容、種類、配付するタイミングなどをもう少し考える必要が

ある。


